
DXによる働き方の変化の先を考える、小さな森によるウェルビーイング向上
株式会社ソウワ・ディライト -概要

「デンキのミライにワクワクする」をビジョンに掲げなが
ら、電気を通して地域とお客さまに感動を提供できる企業
を目指しています。世界を創る建設業界の仕事や現場に携
わる人たちが「尊い」と、もっと多くの方に知ってもらい
たい。建設業界を盛り上げたい。という思いで活動してい
ます。

・創業から40年間続く電気工事だけでなく、人や世界を明るく

するための事業を行いたい。

・デジタル化が進む社会のなかで、人間らしく居られる場所を

創りたい。

【会社概要】

【現状・課題】

・ソウワディライトの得意とする、「生物多様性」「微生物多

様性」の視点から、人が人らしくいられる場づくりを行ってい

く。

【変革の方針】



coco no mori -植栽トンネル
株式会社ソウワ・ディライト -事業・サービス

なぜ、群馬県庁で「森」「微生物多様性」なのか

会社などの組織において、あるべき自分の姿や忙しくすべきこと
”doing”におわれる現代の生活の中で、自分らしくただそこにいら
れる”being”な場所をつくる実験を社有地を中心に行ってきた。

生物環境の多様性を取り戻すことが見た目の美しさだけではなく

人と人、人と自然とのつながりを取り戻すことで私たちが本来持
っている創造性の発揮や免疫機能の向上やストレス低減効果を通
じたウェルビーイングの向上に繋がる効果が確認されている。

デジタル県として進んでいる群馬県。世の中が便利になればなる
ほど、デジタルの反対側にある「不便さ」や「人間らしさ」が私
たちにとって大切だと考える。

官民共創スペース NETSUGENを活用し、県民・県職員の方々と共
にリアルなグリーンに触れ、自然由来の微生物に触れることで

心身ともに心地よく働き、より豊かに、ウェルビーイングな場を
作り上げることを目的とする。

今後は、県庁前広場内で森の展開、企業・各地域・教育機関へ

「森」を提案・展開。森を具現化すると共に文化の醸成やコミュ
ニティの形成を目指す。



株式会社ソウワ・ディライト -価値を伝える取り組み

【価値を伝える取り組み】
coco no moriの活動を広め、共感をしてくれる人を増やしていく
べく、株式会社BIOTAとの共創を通じて、体験インスタレーシ
ョン「植栽トンネル」を制作。群馬県庁32階官民共創スペース
NETSUGENにて展示を行う。

また、展示に合わせて、板橋令子氏(キュレーター)やドミニク
・チェン氏(早稲田大学文学学術院教授)など生物多様性に関連
して著名なゲストと共に、取り組みを多くの人に伝えるトーク
イベントも開催する。

【クリエイティブパートナー】
株式会社BIOTA（企画・設営）

私たちの身体には38兆個もの微生
物が生息しており、彼らは多くの
利益をもたらしてくれる欠かせな
い存在です。もちろん都市にも多
くの微生物が生息しており、ひと
びとの生活に大きな影響を与えて
います。私たちBIOTAは、都市の微
生物の多様性を高めることで、人
々が健康で安心して暮らせる都市
づくりを実現します。


